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松尾秀邦＊ ：石川県手取川上流桑島産手取統植物群
に産出した被子植物らしき果実について
Hidekuni" MATSUO*: An Angiosperm Fruit ? from the Tedorian Flora 
(Jurasso-Cretaceous) at Kuwajima, Ishikawa Prefecture, Central Japan. 
I : 緒 言
石川 • 福井・岐阜三県に跨る白山 (2702m) に源を発する手取 Jliの上流域には中生代植物
化石を多産する手 取統（ジュラ～白亜紀）岩層が分布している。 中でも石川県石川郡白峰
村桑島付近では， 明治初期に独人J. REINが採集した拾数片の植物化石を故国の友人H.
GEYLER に送り， その彼 (1877)によってジュラ 紀の植物化石であると判明したのは丁度100 年
前のことである。 当時， 地質調査所を創設し， 自ら所長となっていた E. NAUMANN は事の
重大性に驚き急遠小藤文次郎（ことうぶんじろう：津和野藩士）に命じて， 手取川流域を調
査せしめ， その報告 (1880) が我が国最初の邦文地質調査報告書となっている。 従って， こ
の桑島（旧称島村）は我が国地質学発祥の地であるといっても差支えない由緒ある場所であ
る。 処が， 小林貞一その他 (1951) が直立樹幹化石の存在から我が国で最古の化石林である
と報告し， その結果， 国の天然記念物 (1957 年7 月10 日付）に指定されたので採集研究が困
難になった場所でもある。
小藤の採集した標本は横山又次郎 (1889) によって加賀植物群として報告され， 地質時代
は GEYLER が述べたジュラ紀後期の中頃 Bathonian 期としたので， 爾来我が国の上部ジュラ
紀植物群＝手取統植物群となった。
大石三郎 (1940) は我が国の中生代植物化石を集大成し， 手取統植物群は領石統植物群を
も含めて， それ等植物群に多産する Onychiopsis elongata (GEYLER) YOKOYAMA を特徴
種と選定することによって Onychiopsis Seriesと呼称した。なお， A. C. SEWAR D や矢部長
克の意見に従って，英国の下部白亜紀のWealden Flora に対比しているが手取統植物群はジ
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